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◆
青
森
支
部

◎
N
T
T
グ
ル
ー
プ
ね
ぶ
た
が
知
事
賞
に
輝
く

N
T
T
グ
ル
ー
プ
ね
ぶ
た
「
西
王
母
の
祝
福
」
（
北

村
春
一
作
）
　
は
、
ね
ぶ
た
大
貴
に
次
ぐ
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
優
秀
製
作
者
質
、
運
行
・

て
い
ま
し
た
。

◎
第
2
0
回
電
友
会
青
森
支
部
定
時
総
会
開
催

6
月
6
日
、
労
働
福
祉
会
館
で
「
第
2
0
回
電
友
会

青
森
支
部
定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
2
0
同
年
の
節
目
で
あ
り
、
ご
来
賓
と
し
て
、

電
友
会
東
北
地
方
本
部
長

奥
野
洋
一
様
を
お
迎
え

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た。

議
事
で
は
、
「
平
成
3
0

年
度
事
業
計
画
（
案
）
　
に

つ
い
て
」
な
ど
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員

の
改
選
が
行
わ
れ
、
島
津

真
副
支
部
長
（
弘
前
地
区

会
長
）
　
が
退
任
し
、
三
上

定
勝
さ
ん
が
新
副
支
部
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
ご
来
賓

跳
人
質
の
ト
リ
プ
ル
受
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
更
に
、
念
願

だ
っ
た
海
上
運
行
へ
の
出
陣

を
果
た
し
ま
し
た
。

後
日
行
わ
れ
た
祝
賀
会
は
、

「
お
め
で
と
う
ー
」
「
良
か
っ

た
！
」
「
い
い
ね
！
」
　
の
声

が
飛
び
交
い
、
笑
顔
が
溢
れ

を
交
え
た
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
で
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ゥ

◆
青
森
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
八
甲
囲
碁
ク
ラ
ブ

9
月
3
0
日
、
青
森
市
は
ま
な
す
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
2
0
1
8
青
森
圃
碁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
団
体
戦
」

に
出
場
し
ま
し
た
。
前
年
に
続
く
出
場
で
す
。

参
加
者
は
5
4
組
・
総
勢
2
7
0
名
で
、
囲
碁
愛
好

者
の
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

我
が
N
T
T
グ
ル
ー
プ
O
B
・
O
G
会
は
、
1
回
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戦
で
4
勝
1
敗
と
幸
先
良
い
勝
利
。
そ
の
後
、
1
勝

4
敗
、
2
勝
3
敗
、
2
勝
3
敗
と
3
連
敗
と
な
り
ま

した。残
念
な
結
果
で
し
た
が
、
出
場
メ
ン
バ
ー
5
名
は

大
い
に
対
局
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
事
は
出
席
者
の
協
力
で
円
滑
に
進
行
し
て
、
「
平

成
2
9
年
度
一
般
経
過
報
告
」
　
の
中
、
会
員
の
拡
大
に

つ
い
て
東
北
地
方
本
部
新
規
拡
大
施
策
と
し
て
新
入

会
員
に
対
し
て
ク
オ
カ
ー
ド
2
千
円
の
贈
呈
が
4
名

の
加
入
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
2
9
年

度
で
施
策
が
終
了
と
あ
っ
て
、
甚
だ
残
念
至
極
。

そ
の
後
、
施
策
の
提
案
を
含
む
議
案
す
べ
て
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
会
員
交
流
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
理
事
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
青
森
支
部
館
山
事

務
局
長
よ
り
ご
挨
拶
と
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り
成

田
監
事
、
高
橋
理
事
、
滝
本
理
事
で
抽
選
会
を
順
次

催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
弘
前
地
区
電
友
会

◎
定
期
線
会
開
催

6
月
1
5
日
「
平
成
3
0
年
度
定
期
総
会
」
を
市
内
土

手
町
の
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た。
総
会
は
、
会
員
・
来
賓
等
4
3
名
の
出
席
を
得
て
開

催
。
島
津
会
長
の
会
議
成
立
宣
言
と
挨
拶
の
後
、
電

友
会
青
森
支
部
館
山
事
務
局
長
は
じ
め
N
T
T
弘
前

奈
良
支
店
長
等
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
三
上
副
会
長
、
ま
た
新
副
会
長
に
泉
谷

清
司
さ
ん
を
選
出
し
新
旧
役
員
の
あ
い
さ
つ
を
最
後

に
来
年
度
総
会
時
の
再
会
を
誓
い
散
会
し
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

5
月
2
2
日
、
弘
前
市
民
会
館
に
於
い
て
3
0
名
の
会

員
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
・
演
題

・
N
T
T
弘
前
支
店
長
　
奈
良
真
書
子
株

「
情
報
通
信
の
現
状
」
　
に
つ
い
て

・
弘
前
市
立
博
物
館
主
事
兼
学
芸
員
　
三
上
幸
子
株

「
津
軽
の
歴
史
～
藩
主
た
ち
の
時
代
」
に
つ
い
て

以
上
の
テ
ー
マ
で
、
各
講
師
の
方
々
が
熱
弁
を
振

る
わ
れ
、
参
加
者
一
同
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら

・
弘
前
藩
主
1
2
代
の
特
色
ま
た
評
価
に
つ
い
て
の
歴

史
を
再
認
識
、
講
演
も
上
手
で
1
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
。

・
津
軽
家
の
話
は
何
回
聞
い
て
も
面
白
い
。
津
軽
家

藩
主
だ
け
で
な
く
家
臣
団
に
つ
い
て
も
何
か
記
録
に

な
い
だ
ろ
う
か
？

・
弘
前
歴
代
藩
主
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
得

し
た
気
分
で
す
。
津
軽
に
居
な
が
ら
津
軽
の
歴
史
も

分
か
ら
ず
、
三
上
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
講
座
で

津
軽
の
こ
と
が
少
し
で
も
分
か
り
ま
し
た
。

等
、
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
事
務
局
と
し
て
は

次
回
も
意
欲
を
持
っ
て
テ
ー
マ
選
定
に
取
り
組
み
た
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い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
お
前
、
知
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
ょ

酸
ケ
湯
温
泉
を
語
る
な
ら
ば
「
仙
人
風
呂
」
総
ヒ

バ
造
り
の
大
浴
場
は
、
1
6
0
畳
の
広
さ
、
初
め
て

見
る
人
を
驚
か
せ
ま
す
。
熟
の
湯
、
冷
え
の
湯
、
四

分
六
分
の
湯
、
湯
滝
な
ど
4
つ
の
温
泉
が
あ
り
、
こ

こ
で
は
混
浴
が
自
然
の
な
り
わ
い
…
。

あ
あ
・
極
楽
”
ヒ
バ
千
人
風
呂
〃
そ
こ
か
し
こ
で

会
話
が
は
ず
む
。

ま
た
、
酸
ケ
湯
温
泉
が
全
国
第
1
号
の
　
「
国
民
保

◎
合
同
レ
ク

電
友
会
と
退
職
者
の
会
共
催
の
親
睦
合
同
レ
ク
は

快
晴
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
八
甲
田
の
酸
ケ
湯
温
泉
を

会
場
に
男
性
1
9
名
、
女
性
川
名
、
計
2
9
名
の
参
加
者

で
7
月
1
8
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
弘
前
駅
束
口
を
出
発
、
い
ざ
、
酸
ケ
湯
温

泉
に
向
か
い
ま
し
た
。

城
ケ
倉
大
橋
を
徒
歩
で
渡
り
ま
し
た
が
、
全
長

3
6
0
m
、
ま
た
、
橋
の
下
～
橋
ま
で
は
な
ん
と

2
2
0
m
こ
れ
に
は
び
っ
く
り
し
た
次
第
で
ご
ざ
い

ます。名
所
で
は
あ
る
が
自
殺
の
名
所
と
も
。

養
温
泉
地
」
に
指
定
さ
れ
5
0
年
余
り
、
今
も
な
お
〝
癒

や
す
と
い
う
湯
宿
本
来
の
姿
″
が
こ
こ
に
あ
る
。
と

P
R
さ
れ
て
い
ま
す
。

だ
が
、
千
人
風
呂
は
、
女
性
の
声
は
す
れ
ど
姿
形

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
～
ん
残
念
無
念
の
一
言
。

入
浴
後
、
食
事
会
へ
と
カ
ラ
オ
ケ
無
し
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
抽
選
会
を
催
し
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
ラ
ー
ジ
ポ
ー
ル
卓
球
倶
楽
部

毎
週
金
曜
日
、
午
前
中
2
時
間
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
で
汗
を
か
き
な
が
ら
、
会
員
や
地
域
の
愛
好
者

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
6
0
代
～
8
0
代
ま
で

元
気
な
高
齢
者
2
0
名
で
す
。

特
に
7
0
代
、
8
0
代
の
女
性

は
す
ご
く
元
気
で
す
ね
ー
・

高
齢
者
の
健
康
の
た
め

に
考
案
さ
れ
た
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
で
す
が
、
近
年
は
ボ
ー
ル
の
改
良
や
ル
ー

ル
改
定
に
よ
り
競
技
性
が
高
ま
り
若
い
愛
好
者
も
増

え
て
い
ま
す
。

公
認
試
合
で
は
年
代
別
に
競
托
し
ま
す
が
、
我
が

倶
楽
部
で
は
、
硬
式
卓
球
と
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
両

方
を
こ
な
す
強
者
か
ら
退
職
を
機
に
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
を
始
め
た
初
心
者
ま
で
一
緒
に
基
本
練
習
の
後
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ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
で
ラ
リ
ー
、
時
に
は
厳
し
く
？
ス

マ
ッ
シ
ュ
と
各
年
代
が
一
緒
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
、
特
に

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
（
男
女
ペ
ア
）
　
が
多
く
、
「
映

画
ミ
ッ
ク
ス
　
（
新
垣
結
衣
主
演
）
」
　
の
よ
う
に
パ
ー

ト
ナ
ー
や
仲
間
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

な
に
よ
り
、
健
康
の
た
め
に
決
し
て
無
理
し
な
い

で
、
明
る
く
、
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
そ
し
て
最

後
に
生
涯
現
役
で
、
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
」
　
目
指
し

て
頑
張
っ
て
？
い
ま
す
。

◆
八
戸
地
区
電
友
会

ゴ
ル
フ
に
よ
る
ボ
ー
ル
の
玉
入
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
の

せ
い
か
目
測
が
定
ま
ら
ず
日
頃
の
腕
自
慢
の
面
々
も

な
か
な
か
ホ
ー
ル
イ
ン
せ
ず
に
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た。◎
合
同
レ
ク
開
催

3
0
年
7
月
5
日
、
退
職
者
の
会
と
の
合
同
レ
ク
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
こ
こ
数
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
岩
手
県
洋
野
町
の
大
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。

会
場
に
到
着
後
直
ち
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
木
工
体

験
制
作
な
ど
好
み
の
コ
ー
ス
に
挑
戦
。
特
に
昼
食
前

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
腹
減
ら
し
運
動
に
丁
度
良
い
、

と
人
気
が
あ
り
ま
す
。
昼
食
後
は
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム

も
あ
り
、
楽
し
い
親
睦
と
交
流
の
1
日
で
し
た
。

3
0
年
6
月
1
7
日
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て

4
0
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
関
川
文

男
氏
を
選
出
し
て
審
議
に
入
り
、
事
務
局
か
ら
四
年

度
の
事
業
の
実
施
状
況
及
び
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
と
3
0
年
度
事
業
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
更
に
今
年
度
は
役
員
改
選
の
時
期
に
あ
た
り

会
長
、
理
事
1
名
、
監
事
1
名
の
交
代
が
あ
り
、
合

わ
せ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
へ
と
移
り
、
会
員
の
踊
り
や
自

慢
の
　
「
の
ど
」
　
の
披
露
が
あ
り
、
な
か
で
も
パ
タ
ー
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◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

八
戸
地
区
電
友
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は

9
月
1
3
日
、
す
ぼ
ら
し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
新
井

田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
、
2
7
名
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
腕
前
を
発
揮
し

上
位
入
質
を
目
指
す
熱
い
戦
い
で
、
ス
コ
ア
を
気
に

し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
、
交
流
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部

優
勝
　
杯
　
勇
三
　
　
　
2
位
　
浅
沼
　
正
志

女
子
の
部

優
勝
　
佐
々
木
恵
美
子
　
2
位
　
佐
々
木
も
と
え


